
    特 集 日本の世界遺産
　 　            日本の世界遺産登録数は富士山を入れて17件。今年はそこに「富岡製糸場」が新たに登録。
　 　            日本が誇る素晴らしい自然遺産と歴史的文化財の数々を、夏休みに訪れてみてはいかがですか。

   ●今号のトピックス●

　 社長インタビュー▶ 三  愛  村上清治社長 「やればできる」
   わが社・わが街▶ 佐賀ガス／佐賀県佐賀市 編



白神山地

姫路城
法隆寺地域の仏教建造物

屋久島

古都京都の文化財

白川郷・五箇山の
合掌造り集落

厳島神社
原爆ドーム
（広島平和記念碑）

古都奈良の文化財

日光の社寺

琉球王国のグスク
及び関連遺産群

紀伊山地の霊場と参詣道

知床

石見銀山遺跡と
その文化的景観

小笠原諸島

平泉 ー仏国土（浄土）を
表す建築・庭園
及び考古学的遺跡群ー

富士山
ー信仰の対象と芸術の源泉

自然遺産
文化遺産
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２
０
１
３
年
、
日
本
人
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

で
あ
る
「
富
士
山
」
が
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、今
回
は
富
士
山
を
は
じ
め
と
す
る

日
本
の
世
界
遺
産
の
す
べ
て
を
、
社
員
の

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
写
真
や
コ
メ
ン
ト

と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。 

世
界
に
誇
る
日
本
の
自
然
景
観
と
歴
史
的

文
化
財
の
数
々
を
通
し
て
、
素
晴
ら
し
い

日
本
を
再
発
見
し
て
く
だ
さ
い
。 



　
60
年
代
、
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
イ
ル
川
流

域
に
あ
っ
た
ヌ
ビ
ア
遺
跡
を
ア
ス
ワ
ン

ハ
イ
ダ
ム
の
建
設
に
よ
る
水
没
の
危
機

か
ら
救
う
た
め
の
移
築
と
保
全
の
活
動

が
、
ユ
ネ
ス
コ
を
中
心
に
60
カ
国
の
支

援
と
技
術
協
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
こ

の
よ
う
な
活
動
を
支
え
る
た
め
に
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

　
一
方
、
自
然
保
護
の
動
き
と
し
て
は
、

48
年
に
発
足
し
た
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（
国
際
自

然
保
護
連
合
）
の
専
門
家
た
ち
が
、
自

然
環
境
の
国
際
的
な
保
護
に
関
す
る
条

約
を
提
案
し
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
た
二
つ
の
運
動
が
合
流
し
た

こ
と
で
、
72
年
の
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で

「
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保

護
に
関
す
る
条
約
（
通
称
：
世
界
遺
産
条

約
）」
が
締
結
さ
れ
た
の
で
す
。
世
界

遺
産
条
約
は
、
文
化
遺
産
や
自
然
遺
産

を
人
類
共
通
の
遺
産
と
し
て
保
護
・
保

存
し
て
い
く
た
め
の
国
際
的
な
協
力
お

　
世
界
遺
産
と
は
、
46
億
年
の
地
球
の

歴
史
、
あ
る
い
は
数
百
万
年
の
人
類
の

歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
過
去
か
ら
現
在

へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
か
け
が
え
の

な
い
宝
物
で
す
。
そ
し
て
、
今
日
を
生

き
る
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
が
共
有

し
、
未
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

べ
き
貴
重
な
遺
産
で
す
。 

 　
人
類
の
歴
史
は.〝
戦
争
の
繰
り
返
し
〞

で
、
そ
の
中
で
多
く
の
宝
物
も
失
わ
れ

て
い
き
ま
し
た
。 

　
文
化
財
や
自
然
を
保
護
し
よ
う
と
い

う
動
き
は
第
１
次
世
界
大
戦
以
前
か
ら

た
び
た
び
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
第

２
次
世
界
大
戦
終
結
後
の
１
９
４
６
年
、

ユ
ネ
ス
コ（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
：
国
連
教

育
科
学
文
化
機
関
）が
設
立
さ
れ
、「
武

力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
の
た
め

の
条
約
」（
54
年
採
択
、通
称
：
ハ
ー
グ

条
約
）
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
国
際

条
約
の
整
備
を
主
導
し
て
き
ま
し
た
。 
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よ
び
援
助
の
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
２
０
１
３
年
11
月
現
在
、
条
約
締
約

国
は
１
９
０
カ
国
、登
録
件
数
は
９
８
１

件
（
文
化
遺
産
７
５
９
件
、
自
然
遺
産

１
９
３
件
、
複
合
遺
産
29
件
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 世
界
遺
産
の
種
類
 

 　
世
界
遺
産
に
は
三
つ
の
種
類
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を

有
す
る
有
形
の
不
動
産
が
対
象
で
す
。 

 ◎
文
化
遺
産
 

記
念
物
、
建
造
物
群
、
遺
跡
、
文
化

的
景
観
な
ど
 

例
：
イ
ン
ド
の
タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
、

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
ケ
ル

ン
大
聖
堂
な
ど
 

 ◎
自
然
遺
産
 

地
形
や
地
質
、
生
態
系
、
絶
滅
の
恐

れ
の
あ
る
動
植
物
の
生
息
・
生
育
地

な
ど
 

例
：
タ
ン
ザ
ニ
ア
連
合
共
和
国
の
キ

リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
国
立
公
園
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
イ
エ
ロ

ー
ス
ト
ー
ン
国
立
公
園
な
ど
 

 ◎
複
合
遺
産
 

文
化
遺
産
と
自
然
遺
産
の
両
方
の
価

値
を
兼
ね
備
え
て
い
る
も
の
 

例
：
ギ
リ
シ
ア
共
和
国
の
メ
テ
オ

ラ
、
グ
ア
テ
マ
ラ
共
和
国
の

テ
ィ
カ
ル
国
立
公
園
な
ど
 

世
界
遺
産
 と
は
？
 

　
未
来
に
向
け
て
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

　
人
類
共
有
の
か
け
が
え
の
な
い
宝
物

ヌビア遺跡のアブ・シンベル神殿



6

　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
た
め
に

は
、
①
世
界
遺
産
条
約
を
締
結
し
て
い

る
こ
と
、
②
登
録
を
目
指
す
物
件
に
つ

き
、
暫
定
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
ユ
ネ
ス

コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
あ

る
こ
と
、
③
登
録
を
目
指
す
物
件
は
土

地
と
一
体
に
な
っ
た
物
件
（
不
動
産
）

で
あ
る
こ
と
、
④
登
録
を
目
指
す
物
件

は
、
国
の
法
律
で
確
実
に
保
護
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
⑤
登
録
を
目
指
す
物
件
は

登
録
基
準
の
一
つ
以
上
に
当
て
は
ま

り
、
完
全
性
、
真
実
性
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
、
と
い
う
五
つ
の
条
件
が
あ
り

ま
す
。 

　
文
化
財
の
場
合
は
、
文
化
財
保
護
法

や
国
の
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
自
然
遺
産
の
場
合
は
、
自
然
環

境
保
全
法
、自
然
環
境
保
全
地
域
に
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
必
要
条
件
で

す
。
ま
た
、「
完
全
性
」「
真
実
性
」
と

は
、
長
期
間
の
保
護
制
度
が
確
立
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
登
録
資
産
が
本
物
も
し

く
は
歴
史
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。 

   ❶
条
約
締
約
国
の
推
薦
 

国
内
の
世
界
遺
産
候
補
物
件
リ
ス
ト

（
暫
定
リ
ス
ト
）の
中
か
ら
条
件
が
整
っ

た
も
の
を
世
界
遺
産
委
員
会
に
推
薦
 

 ❷
専
門
機
関
に
よ
る
調
査
 

文
化
遺
産
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
 

自
然
遺
産
は
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
　
　
が
調
査
 

 ❸
世
界
遺
産
委
員
会
で
最
終
審
議
 

専
門
機
関
か
ら
の
報
告
書
を
基
に
世

界
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録
す
る
か
ど
う

か
を
決
定
 

　
※
世
界
遺
産
委
員
会
 

条
約
締
約
国
21
カ
国
の
代
表
か
ら
構
成
さ

れ
、
新
規
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
物
件

や
拡
大
物
件
、「
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

世
界
遺
産
」（
危
機
遺
産
）
な
ど
の
登
録
お

よ
び
削
除
、
ま
た
、
登
録
さ
れ
た
遺
産
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
や
技
術
支
援
、
世
界
遺
産
基
金

の
用
途
な
ど
を
審
議
、
決
定
を
行
っ
て
い
る
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
に
は

　世界遺産リストに登録されるためには、「世界遺産条約履行のた
めの作業指針」で示されている下記の登録基準のいずれか一つ以
上に合致するとともに、真実性（オーセンティシティ）や完全性

（インテグリティ）の条件を満たし、締約国の国内法によって、適
切な保護管理体制がとられていることが必要です。 

 
世界遺産の登録基準  

（i）   人間の創造的才能を表す傑作である。 
（ii）  建築、科学技術、記念碑、都市計画、景観設計の発展に重要な影響を

与えた、ある期間にわたる価値感の交流又はある文化圏内での価
値観の交流を示すものである。 

（iii）現存するか消滅しているかにかかわらず、ある文化的伝統又は文明
の存在を伝承する物証として無二の存在（少なくとも希有な存在）
である。 

（iv）歴史上の重要な段階を物語る建築物、その集合体、科学技術の集合
体、あるいは景観を代表する顕著な見本である。 

（v）あるひとつの文化（または複数の文化）を特徴づけるような伝統的
居住形態若しくは陸上・海上の土地利用形態を代表する顕著な見
本である。又は、人類と環境とのふれあいを代表する顕著な見本で
ある（特に不可逆的な変化によりその存続が危ぶまれているも
の）。 

（vi）顕著な普遍的価値を有する出来事（行事）、生きた伝統、思想、信仰、
芸術的作品、あるいは文学的作品と直接または実質的関連がある
（この基準は他の基準とあわせて用いられることが望ましい）。 

（vii）  最上級の自然現象、又は、類まれな自然美・美的価値を有する地域
を包含する。 

（viii） 生命進化の記録や、地形形成における重要な進行中の地質学的過
程、あるいは重要な地形学的又は自然地理学的特徴といった、地球
の歴史の主要な段階を代表する顕著な見本である。 

（ix）陸上・淡水域・沿岸・海洋の生態系や動植物群集の進化、発展におい
て、重要な進行中の生態学的過程又は生物学的過程を代表する顕
著な見本である。 

（x）学術上又は保全上顕著な普遍的価値を有する絶滅のおそれのある
種の生息地など、生物多様性の生息域内保全にとって最も重要な
自然の生息地を包含する。 

 
※なお、世界遺産の登録基準は、2005年2月1日まで文化遺産と自然遺産

についてそれぞれ定められていましたが、同年2月2日から上記のとおり
文化遺産と自然遺産が統合された新しい登録基準に変更されました。文化
遺産、自然遺産、複合遺産の区分については、上記基準（ⅰ）～（vi）で登録
された物件は文化遺産、（vii）～（x）で登録された物件は自然遺産、文化遺
産と自然遺産の両方の基準で登録されたものは複合遺産とします。

➠➠

登
録
ま
で
の
流
れ



　
１
９
９
３
年
に
白
神
山
地
、
姫
路
城
、
法
隆
寺
地
域
の
仏
教

建
造
物
、
屋
久
島
の
４
物
件
が
日
本
で
初
め
て
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
20
年
目
の
昨
年
、
新
た
に
富
士
山
が

登
録
さ
れ
て
、
日
本
の
世
界
遺
産
は
17
件
に
な
り
ま
し
た
。 

　
三
愛
会
会
誌
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
る
と
、
行
っ
た
こ
と

の
あ
る
日
本
の
世
界
遺
産
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
は
修
学
旅
行
で

お
な
じ
み
の
京
都
、
奈
良
、
日
光
、
下
位
は
ア
ク
セ
ス
が
難
し

い
白
神
山
地
、
屋
久
島
、
小
笠
原
諸
島
、
そ
し
て
登
録
か
ら
ま

だ
年
数
が
浅
い
石
見
銀
山
遺
跡
で
し
た
。 

　
ま
た
、
ラ
イ
フ
メ
デ
ィ
ア
リ
サ
ー
チ
バ
ン
ク
調
べ
に
よ
る
と
、

行
っ
て
み
た
い
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
に
は
、
な
か
な
か
行
け
な

い
屋
久
島
、
知
床
、
小
笠
原
諸
島
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。 

　
次
ペ
ー
ジ
か
ら
日
本
の
世
界
遺
産
を
登
録
順
に
ご
紹
介
し
ま

す
。
皆
さ
ん
は
ど
こ
へ
行
っ
て
み
た
い
で
す
か
。

7

日
本
の
世
界
遺
産
は
17
件
　
　

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10

 1 

2 

2 

2 

5 

6 

7 

8 

8 

10 

10 

10 

13 

14 

15 

16 

16 

 2 

1 

4 

2 

5 

7 

6 

8 

11 

12 

9 

10 

13 

14 

15 

15 

17

 法隆寺地域の仏教建造物 

古都京都の文化財 

日光の社寺 

古都奈良の文化財 

富士山 

厳島神社 

原爆ドーム 

姫路城 

平泉 

知床 

白川郷・五箇山の合掌造り集落 

琉球王国のグスク及び関連遺産群 

紀伊山地の霊場と参詣道 

石見銀山遺跡とその文化的景観 

白神山地 

屋久島 

小笠原諸島

屋久島 

知床 

小笠原諸島 

厳島神社 

琉球王国のグスク及び関連遺産群 

姫路城 

白川郷・五箇山の合掌造り集落 

古都京都の文化財 

平泉 

白神山地

子供の頃、３月にある「お会式」がすごく楽しみでした。  
（30代女性） 
趣のある寺社、美しい清水寺、風情ある街並、古くから
あるものを大切にしている。 （40代男性） 
「見ざる言わざる聞かざる」の現物が見られて、社寺も
豪華絢爛で素晴らしかった。 （40代女性） 
興福寺のアシュラ様に会いに行きました。（40代女性） 

何と言ってもご来光と雲海は絶景。流れ星もきれいで
した。 （40代女性） 
神社本殿が素晴らしく、厳かな空気に包まれ、おだやか
な時を過ごしました。 （30代女性） 
被爆した建物を見て怖くなりました。この現実を後世
に残していくことが大事です。 （30代女性） 
お城が好きですが、お城を取り巻く環境がきれい。 桜
とか。 （40代女性） 
暗い室内にある「金色堂」を見た時、この世のものとは
思えぬ美しさに感動。 （60代男性） 
クルージングで海からもカムイワッカ湯滝が見られ、
自然の素晴らしさに感動。 （40代男性） 
大自然の環境が素晴らしくきれいで、お食事も最高で
した。 （30代女性） 
（自分の住む）北海道とは正反対の場所、そこに魅力を
感じる。 （40代男性） 
那智の滝は絶景です。 （20代男性） 

30年前には、洞穴と簡単な碑文があっただけでしたの
で、隔世の感があります。 （50代男性） 
原生林のまま保っているので、トレッキングをしても
アップダウンもあり楽しめる。 （30代女性） 
自然の中をトレッキングするのが気持ちよくて、はま
りました。 （40代女性） 

海がきれいです。 （30代女性） 

回答者のコメント順　位 世界遺産名

行
っ
た
こ
と
の
あ
る
世
界
遺
産
の
第
１
位
は
 

「
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
」（
男
性
）、「
古
都
京
都
の
文
化
財
」（
女
性
）

■行ったことのある日本の世界遺産 （ 2014年2月 本誌アンケート調べ ）

■行ってみたい日本の世界遺産 トップ10 
   （ 2013年３月 ライフメディアリサーチバンク調べ ）

（※）富士山は2013年6月登録のため、調査対象外

男性  女性
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姫路城全景

　
白
神
山
地
は
、
青
森
県
西
部
か
ら
秋
田

県
北
西
部
に
ま
た
が
る
約
13
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
も
及
ぶ
山
岳
地
帯
の
総
称
で
、
こ
の

う
ち
、
原
生
的
な
ブ
ナ
林
で
占
め
ら
れ
て

い
る
区
域
１
万
６
９
７
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

　
白
神
山
地
の
特
徴
は
、
人
為
の
影
響
を

ほ
と
ん
ど
受
け
て
い
な
い
原
生
的
な
ブ
ナ

天
然
林
が
東
ア
ジ
ア
最
大
級
の
規
模
で
分

布
し
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
ブ
ナ
天
然
林
に
は
、
ブ
ナ

ー
ミ
ズ
ナ
ラ
群
落
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
群
落
を

は
じ
め
多
種
多
様
な
植
物
が
生
育
し
、
高

緯
度
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、

ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ク
マ
ゲ
ラ
、
イ
ヌ
ワ
シ
等

を
は
じ
め
非
常
に
多
く
の
動
物
も
生
息
、

白
神
山
地
全
体
が
森
林
博
物
館
的
景
観
を

呈
し
て
い
ま
す
。 

　
特
に
世
界
遺
産
地
域
は
、
最
も
良
く
原

生
状
態
が
保
た
れ
て
お
り
、
そ
の
価
値
は
、

地
球
的
に
見
て
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
と

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ブ
ナ
林
は
、
水
源
涵
養
機
能
や
地
表
侵

食
防
止
機
能
な
ど
も
高
い
の
が
特
徴
で
、

近
年
、
こ
の
多
面
的
な
機
能
も
高
く
評
価

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

　「
白
鷺
城
」
の
異
名
を
持
つ
姫
路
城
は
、

そ
の
美
的
完
成
度
が
わ
が
国
の
木
造
建
築

の
最
高
の
位
置
に
あ
り
、
世
界
的
に
も
他

に
類
の
な
い
優
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
17
世
紀
初
頭
の
城
郭
建
築
の
最
盛

期
に
、
天
守
群
を
中
心
に
櫓
、
門
、
土
塀

等
の
建
造
物
や
石
垣
、
堀
等
の
土
木
構
築

物
が
良
好
に
保
存
さ
れ
、
防
御
に
工
夫
し

た
日
本
独
自
の
城
郭
の
構
造
を
最
も
よ
く

示
し
た
城
で
あ
る
こ
と
、
が
評
価
さ
れ
て
、

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

　
姫
路
城
が
最
初
に
築
か
れ
た
の
は
鎌
倉

時
代
末
期
の
こ
と
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
の
〝
黒
田
官
兵
衛
〞
は
戦
国
時
代
に
姫

路
城
主
の
嫡
男
と
し
て
生
ま
れ
、
自
身
も

22
歳
で
姫
路
城
主
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、
徳
川
家
康
の
女

婿
・
池
田
輝
政
が
大
改
修
し
、
今
日
見
ら

れ
る
よ
う
な
大
規
模
な
城
郭
が
完
成
し
ま

し
た
。
左
回
り
の
ら
せ
ん
状
に
内
曲
輪
、

中
曲
輪
、
外
曲
輪
が
配
置
さ
れ
、
城
下
町

を
外
堀
が
囲
む
「
総
構
」
が
特
徴
で
す
。 

　
ま
た
、「
西
の
丸
」
は
、
本
田
忠
政
の

嫡
男
・
忠
刻
と
家
康
の
孫
・
千
姫
の
居
館

と
し
て
千
姫
の
化
粧
料
10
万
石
で
１
６
１

８
年
に
造
営
し
た
建
造
物
群
で
す
。 

　
２
０
０
９
年
よ
り
〝
平
成
の
大
修
理
〞　

の
た
め
囲
い
に
覆
わ
れ
て
い
た
大
天
守
最

上
層
が
、
４
月
下
旬
に
約
３
年
半
ぶ
り
に

姿
を
現
し
ま
し
た
。
今
年
度
中
に
修
理
を

終
え
、
来
年
３
月
27
日
か
ら
一
般
公
開
が

再
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

白
神
山

し
ら
か
み
さ
ん

地ち

 

所
在
地
：
青
森
県
、
秋
田
県

１
９
９
３
年
登
録
（
ⅸ
）

自
然
遺
産

 

姫ひ
め

路じ

城じ
ょ
う

 

所
在
地
：
兵
庫
県
姫
路
市

１
９
９
３
年
登
録
（
ⅰ
・
ⅳ
）

文
化
遺
産

青
森
の
旅
「
白
神
山
地
と
十
和
田
湖
」 

 　
１
９
９
３
年
夏
、
ア
ウ
ト
ド
ア
が
好
き
で

東
北
へ
の
キ
ャ
ン
プ
旅
行
に
凝
っ
て
い
た
私

た
ち
夫
婦
は
、
青
森
へ
向
か
い
ま
し
た
。 

　
白
神
山
地
は
ち
ょ
う
ど
日
本
で
初
め
て
の

世
界
遺
産
登
録
の
直
前
だ
っ
た
の
で
、
か
な

り
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
天

気
で
し
た
が
、
霧
に
包
ま
れ
、
ど
こ
ま
で
も

続
く
ブ
ナ
林
が
、
と
て
も
幻
想
的
で
、
強
く

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

（
リ
コ
ー
三
愛
グ
ル
ー
プ
安
全
会
　
女
性
） 

白神山地のブナ林

登
録
年
の（
　
）内
は
登
録
基
準
（
６
ペ
ー
ジ
表
参
照
）
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法
隆
寺
地
域
は
「
世
界
最
古
の
木
造
建

築
物
を
有
す
る
こ
と
」
が
評
価
さ
れ
て
、

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

　
法
隆
寺
は
推
古
天
皇
と
厩
戸
皇
子
（
聖

徳
太
子
）
に
よ
っ
て
７
世
紀
初
期
に
創
建

が
始
ま
り
、
現
在
の
伽
藍
は
西
院
お
よ
び

東
院
と
子
院
群
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
敷
地
は
東
京
ド
ー
ム
が
４
個
入
る

ほ
ど
広
大
で
、
１
４
０
０
年
に
わ
た
り
、

多
く
の
人
々
の
信
仰
と
献
身
的
な
努
力
の

下
に
大
修
理
や
小
修
理
が
繰
り
返
し
行
わ

れ
た
結
果
、
世
界
最
古
の
木
造
建
築
群
が

今
に
残
さ
れ
ま
し
た
。 

　
西
院
の
主
要
建
物
で
あ
る
金
堂
・
五
重

塔
・
中
門
・
回
廊
は
、中
国
や
朝
鮮
に
も
残

存
し
な
い
初
期
の
仏
教
建
築
様
式
で
あ

り
、
両
院
の
他
の
主
要
建
物
は
主
に
８
世

紀
か
ら
13
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で

す
。
両
院
の
周
囲
に
あ
る
子
院
は
12
世
紀

頃
に
建
築
が
始
ま
り
、
次
第
に
そ
の
数
を

増
や
し
ま
し
た
。
17
世
紀
か
ら
18
世
紀
に

か
け
て
の
建
物
も
多
く
、
日
本
の
仏
教
寺

院
建
築
の
変
遷
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る

文
化
遺
産
が
集
約
さ
れ
て
い
る
地
域
で
す
。 

　
法
起
寺
は
聖
徳
太
子
建
立
七
大
寺
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

寺
の
完
成
は
太
子
が
没
し
て
数
十
年
後
の

こ
と
で
す
。
創
建
当
時
の
も
の
と
し
て
は
、

７
０
６
年
に
完
成
し
た
日
本
最
古
の
三
重

塔
の
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

                   

　
屋
久
島
は
ほ
ぼ
全
域
が
山
地
で
、
ほ
と

ん
ど
が
花
崗
岩
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

温
暖
湿
潤
気
候
に
属
し
て
い
ま
す
が
、
標

高
差
に
よ
っ
て
平
地
と
山
頂
の
気
温
が
ま

る
で
違
い
、
山
頂
付
近
の
年
間
平
均
気
温

は
約
５
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
気
温

差
が
垂
直
分
布
に
強
い
影
響
を
与
え
て
お

り
、
屋
久
島
に
は
亜
寒
帯
か
ら
亜
熱
帯
の

植
物
が
自
生
し
て
お
り
、
狭
い
島
の
中
に

日
本
の
縮
図
と
さ
れ
る
植
生
を
可
能
に
し

ま
し
た
。 

　
屋
久
島
に
は
世
界
で
こ
こ
に
し
か
な
い

固
有
種
47
種
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
過
去

に
陸
地
と
つ
な
が
っ
た
こ
と
の
あ
る
島
で

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
固
有
種
を
抱
え
る
と
こ

ろ
は
類
を
見
ま
せ
ん
。 

　
遺
産
登
録
地
は
島
全
体
の
約
20
％
に
あ

た
る
１
万
７
４
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
登
録

に
あ
た
っ
て
は
「
日
本
の
自
然
景
観
の
重

要
な
要
素
で
あ
り
、
固
有
植
物
で
あ
る
ス

ギ
の
優
れ
た
生
育
地
で
あ
る
」、「
各
地
で

急
激
に
減
少
し
て
い
る
照
葉
樹
林
が
原
生

状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
」、「
東
ア
ジ
ア
の

南
か
ら
北
の
植
物
へ
と
、
垂
直
分
布
と
し

て
変
化
す
る
植
生
が
見
ら
れ
る
」
な
ど
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

                          

 法
隆

ほ
う
り
ゅ
う

寺じ

地ち

域い
き

の
仏
教
建
造
物

ぶ
っ
き
ょ
う
け
ん
ぞ
う
ぶ
つ

 

法
隆
寺
、
法
起
寺
 

所
在
地
：
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町

１
９
９
３
年
登
録
（
ⅰ
・
ⅱ
・
ⅳ
・
ⅵ
）

文
化
遺
産

 

屋
久

や

く

島し
ま

 

所
在
地
：
鹿
児
島
県
屋
久
島
町

１
９
９
３
年
登
録
（
ⅶ
・
ⅸ
）

自
然
遺
産

もののけの森縄文杉

法隆寺中門までの石畳 八角円堂の「夢殿」
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岐
阜
県
と
富
山
県
に
ま
た
が
る
庄
川
沿

い
に
点
在
す
る
集
落
の
中
で
も
、
３
集
落

は
豊
か
な
自
然
環
境
と
と
も
に
、
か
つ
て

の
集
落
景
観
を
今
に
保
っ
て
い
ま
す
。 

　
か
や
ぶ
き
の
合
掌
造
り
の
大
き
な
屋
根

の
下
は
３
〜
５
階
で
、
１
階
は
居
室
空
間
、

２
階
以
上
は
屋
根
裏
部
屋
の
寝
室
あ
る
い

は
養
蚕
な
ど
を
行
う
作
業
空
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。
１
棟
に
は
数
十
人
か
ら
な
る
大

家
族
が
住
む
の
が
一
般
的
で
し
た
。 

　
山
に
囲
ま
れ
、
米
も
十
分
に
作
る
こ
と

が
で
き
な
い
中
で
、
力
を
合
わ
せ
て
生
き

る
た
め
に
大
家
族
が
成
立
、
ま
た
、「
結
」

と
呼
ば
れ
る
住
民
の
相
互
扶
助
組
織
が
あ

り
、
屋
根
の
吹
き
替
え
な
ど
の
家
屋
維
持

を
共
同
で
行
う
慣
習
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
白
川
郷
と
五
箇
山
は
人
里
離
れ
た
、
陸

の
孤
島
と
い
う
べ
き
長
い
時
代
が
あ
り
、

そ
れ
が
こ
の
土
地
に
独
特
の
文
化
を
育
み

ま
し
た
。
そ
の
象
徴
で
あ
る
合
掌
造
り
の

家
々
が
、
今
、
日
本
の
原
風
景
の
よ
う
に

人
々
を
引
き
つ
け
て
い
る
の
で
す
。 

「
日
本
の
宝
」
の
よ
う
な
地
域
な
の
で
す
。 

　
特
に
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
遺
産

は
、「
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の

建
造
物
群
は
、
各
時
代
を
代
表
す
る
建
築

様
式
、
庭
園
様
式
、
文
化
的
背
景
を
今
に

伝
え
て
い
る
こ
と
」「
そ
れ
ら
の
建
造
物

群
は
、
日
本
全
国
の
建
築
様
式
、
庭
園
様

式
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ

と
」
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

　
京
都
は
７
９
４
年
か
ら
１
８
６
８
年
に

か
け
て
天
皇
が
居
所
を
置
い
た
日
本
の
首

都
で
あ
り
、
武
家
政
権
が
政
治
の
中
心
を

鎌
倉
と
江
戸
に
移
し
た
時
期
以
外
、
文

化
・
経
済
・
政
治
の
中
心
と
し
て
繁
栄
し

ま
し
た
。 

　
そ
の
た
め
、
京
都
に
は
各
時
代
に
わ
た

る
建
造
物
や
庭
園
が
数
多
く
点
在
し
、
約

３
０
０
０
の
社
寺
、
２
０
０
０
件
を
超
え

る
文
化
財
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
、
ま
さ
に

 白
川
郷

し
ら
か
わ
ご
う

・
五
箇

ご

か

山や
ま

の
合
掌
造

が
っ
し
ょ
う
づ
く

り
集
落

し
ゅ
う
ら
く

 

荻
町
集
落
、
菅
沼
集
落
、
相
倉
集
落
の
３
集
落
群
 

所
在
地
：
岐
阜
県
、
富
山
県

１
９
９
５
年
登
録
（
ⅳ
・
ⅴ
）

文
化
遺
産

 古
都

こ

と

京
都

き
ょ
う
と

の
文ぶ

ん

化か

財ざ
い

 

賀
茂
別
雷
神
社
、
賀
茂
御
祖
神
社
、
教
王
護
国
寺
、
清
水
寺
、
延
暦
寺
、
醍
醐
寺
、
仁
和
寺
、

平
等
院
、宇
治
上
神
社
、高
山
寺
、西
芳
寺
、天
龍
寺
、鹿
苑
寺
、慈
照
寺
、龍
安
寺
、本
願
寺
、二
条
城
 

所
在
地：京
都
府
京
都
市
・
宇
治
市
、
滋
賀
県
大
津
市

１
９
９
４
年
登
録
（
ⅱ
・
ⅳ
）　

文
化
遺
産

「夕暮れ時の清水寺」 （2012.12.22 撮影） 
　海外赴任の話があがっていて、「しばらく日本を
離れるとして、どこに行きたいだろう？」と家内
と相談した結果、家族で京都に行きました。 
　清水寺も龍安寺も高校時代に修学旅行で訪れて
いたのですが、清水寺は“メジャーどころは押さ
えておきたい”、龍安寺は“「吾唯知足」が印象深
く、石庭も含めてぜひまた見たい”という軽い気
持ちで訪れましたが、大人になって見る清水寺の
大きさと神々しさに感動し、龍安寺の美しさにも
深く感じ入った訪問でした。 
　結局、「高校時代も印象深かったところに、大人
になって再訪したらどんな気持ちになるだろう」
の検証だったのかもしれません（笑）。 

（リコー　小林一則）

「白川郷」 （2011.7.9 撮影） 
　 リ コ ーの中国の生産会社である Ricoh 
Components & Products（Shenzhen)(RCP)
から日本へ出張に来た方たちに、昔ながらの美し
い日本の風景、生活
状況を紹介するため
案内しました。 
　澄んだ空気で心の
リフレッシュがで
き、さわやかな気持
ちになりました。 
（リコーエレメックス　　

小笠原 務）
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厳
島
神
社
は
瀬
戸
内
海
の
島
を
背
後
に

し
て
、
そ
の
入
江
の
海
の
中
に
木
造
建
築

が
建
ち
並
ぶ
日
本
で
も
珍
し
い
神
社
で
す
。 

　
古
く
か
ら「
島
そ
の
も
の
」が
ご
神
体
と

し
て
信
仰
さ
れ
、
地
方
豪
族
に
よ
っ
て
創

建
さ
れ
た
神
社
は
、
12
世
紀
に
平
清
盛
に

よ
っ
て
現
在
の
よ
う
な
寝
殿
造
り
の
威
容

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
海
上
に

建
設
さ
れ
た
の
は
、島
自
体
が
ご
神
体
の

た
め
、陸
地
に
社
殿
を
建
造
す
る
の
を
避

け
た
か
ら
な
ど
の
説
が
あ
り
ま
す
。 

　
平
氏
滅
亡
後
は
政
情
が
乱
れ
る
に
つ
れ

て
荒
廃
し
ま
し
た
が
、
戦
国
時
代
以
降
は
、

厳
島
の
戦
い
な
ど
を
経
て
、
中
国
地
方
を

制
覇
し
た
毛
利
元
就
に
よ
る
庇
護
を
受
け

て
再
興
し
、
名
声
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
明
治
時
代
に
は
神
仏
分
離
令
に
よ

っ
て
危
機
を
迎
え
ま
し
た
が
、
当
時
の

人
々
の
尽
力
も
あ
っ
て
、
海
に
建
つ
木
造

建
築
と
い
う
過
酷
な
環
境
に
あ
り
な
が

ら
、
古
い
様
式
を
今
日
に
伝
え
て
い
ま
す
。 

　
世
界
遺
産
登
録
に
あ
た
っ
て
は
、「
海

上
に
建
ち
並
ぶ
建
造
物
群
と
背
後
の
弥
山

原
始
林
（
弥
山
は
神
体
山
で
あ
る
た
め
、

手
つ
か
ず
の
原
生
林
が
残
っ
て
い
る
。
山

頂
付
近
に
は
弘
法
大
師
が
開
い
た
と
い
う

弥
山
本
堂
な
ど
堂
宇
が
建
立
さ
れ
て
い

る
）
と
が
一
体
と
な
っ
た
独
創
的
な
神
社

建
築
で
あ
る
こ
と
」「
建
造
物
の
多
く
が

平
安
時
代
の
寝
殿
造
り
の
特
徴
を
持
つ
建

築
で
あ
る
こ
と
」
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

　
１
９
４
５
年
８
月
６
日
、
原
子
爆
弾
が

広
島
市
の
上
空
で
炸
裂
し
、
一
瞬
に
し
て

約
８
万
人
を
即
死
さ
せ
ま
し
た
。
爆
心
地

か
ら
半
径
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
が
ほ
ぼ

壊
滅
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
奇
跡
的
に

残
さ
れ
た
の
が
原
爆
ド
ー
ム
で
す
。 

　
原
爆
ド
ー
ム
は
大
正
４
年
に
建
設
さ
れ

た
広
島
県
物
産
陳
列
館
で
し
た
。
建
物
は

れ
ん
が
と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
造
ら
れ

た
３
階
建
て
で
、
正
面
中
央
階
段
室
は
５

階
建
て
ド
ー
ム
と
し
、
一
部
に
地
階
を
有

し
て
い
ま
し
た
。 

　
建
物
は
熱
線
と
爆
風
を
浴
び
て
全
焼
し

ま
し
た
が
、
爆
風
が
上
方
か
ら
ほ
と
ん
ど

垂
直
に
働
い
た
た
め
、
ド
ー
ム
中
心
部
は

崩
壊
を
免
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
戦
後
、
建
物
の
保
存
に
つ
い
て
は
是
非

が
分
か
れ
、
議
論
は
20
年
以
上
続
き
ま
し

た
が
、
１
９
６
６
年
、
広
島
市
は
永
久
保

存
を
決
定
し
ま
し
た
。 

　
人
類
史
上
初
の
核
兵
器
に
よ
る
惨
禍
を

忘
れ
な
い
た
め
に
、
原
爆
ド
ー
ム
を
世
界

遺
産
に
登
録
し
よ
う
と
市
民
一
丸
と
な
っ

て
運
動
を
展
開
、
約
１
６
５
万
人
も
の
署

名
を
集
め
て
国
会
に
提
出
さ
れ
、
世
界
遺

産
へ
の
登
録
が
実
現
し
た
の
で
す
。 

 　
世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
「
負
の
遺
産
」
と
い
う
カ

テ
ゴ
リ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
核
兵
器
の
使
用
や

奴
隷
制
度
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
な
ど
、
人
類
に
と
っ

て
二
度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
悲
劇
で
あ
り
、

平
和
を
訴
え
る
こ
と
を
登
録
理
由
と
し
た
世
界
遺

産
は
一
般
的
に
「
負
の
遺
産
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 厳
島

い
つ
く
し
ま

神
社

じ
ん
じ
ゃ

 

厳
島
神
社
、
弥
山
原
始
林
 

所
在
地
：
広
島
県
廿
日
市
市

１
９
９
６
年
登
録
（
ⅰ
・
ⅱ
・
ⅳ
・
ⅵ
）

文
化
遺
産

 

原
爆

げ
ん
ば
く

ド
ー
ム
（
広
島
平

ひ
ろ
し
ま
へ
い

和
記

わ

き

念ね
ん

碑ひ

） 

所
在
地
：
広
島
県
広
島
市

１
９
９
６
年
登
録
（
ⅵ
）

文
化
遺
産

「広島平和記念碑・原爆ドーム」 
（2013.8 撮影） 

　1945年8月6日、広島に原子
爆弾が投下されました。この出来事
を風化させることなく、二度と同じ
悲劇が起こらないようにという願い
を込めて、広島県に住む私たちは、
時折、原爆ドームを訪れています。 
（コカ・コーラウエスト　古賀明子）

海上に浮かぶ厳島神社
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奈
良
は
７
１
０
年
、
唐
の
長
安
を
規
範

に
日
本
の
首
都
・
平
城
京
と
し
て
建
設
さ

れ
、
そ
の
後
74
年
間
、
政
治
、
経
済
の
中

心
地
で
あ
り
、
同
時
代
に
花
開
い
た
天
平

文
化
の
中
心
地
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

都
が
京
都
に
移
っ
た
後
も
、
大
社
寺
を
中

心
と
し
た
地
域
が
宗
教
都
市
と
し
て
存
続

し
て
、
繁
栄
し
ま
し
た
。 

　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
８
物
件

は
、
個
別
に
評
価
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

全
体
で
「
奈
良
時
代
の
寺
院
建
築
様
式
を

今
に
伝
え
る
建
造
物
群
で
あ
る
こ
と
」

「
そ
れ
ら
か
ら
８
世
紀
の
中
国
、
朝
鮮
半

島
と
の
文
化
的
交
流
が
う
か
が
え
る
こ

と
」「
平
城
宮
跡
か
ら
は
奈
良
時
代
の
都

で
あ
る
平
城
京
の
様
子
を
確
認
で
き
る
こ

と
」「
日
本
独
自
の
神
道
思
想
や
仏
教
文

化
が
育
ま
れ
、
そ
れ
が
現
代
に
息
づ
い
て

い
る
こ
と
」
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

　
平
城
宮
は
天
皇
の
居
所
で
あ
り
、
当
時

の
宮
殿
や
役
所
な
ど
の
木
造
建
築
の
遺
構

は
今
で
も
地
下
に
良
好
に
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
薬
師
寺
、
唐
招
提
寺
に
は
８
世
紀
の
日

本
古
代
建
物
が
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は

当
時
の
仏
教
寺
院
の
伽
藍
を
代
表
す
る
も

の
で
す
。
東
大
寺
、
興
福
寺
は
、
主
要
な

部
分
に
つ
い
て
は
兵
火
に
よ
っ
て
創
建
当

初
の
も
の
が
失
わ
れ
ま
し
た
が
、
広
大
な

境
内
地
の
中
に
は
８
世
紀
の
建
物
の
一
部

が
残
っ
て
い
ま
す
。 

　
二
荒
山
神
社
と
東
照
宮
、
輪
王
寺
を
合

わ
せ
て
「
２
社
１
寺
」
と
称
さ
れ
ま
す
が
、

17
世
紀
に
建
立
さ
れ
た
東
照
宮
に
対
し
、

二
荒
山
神
社
と
輪
王
寺
は
１
２
０
０
年
以

上
の
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

　
日
光
山
は
、
奈
良
時
代
の
末
、
勝
道
上

人
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
、
四
本
龍
寺
や
二

荒
山
（
男
体
山
）
の
神
を
祭
る
祠
を
建
て

ま
し
た
。
こ
れ
が
輪
王
寺
、
二
荒
山
神
社

の
始
ま
り
で
す
。
以
来
、
日
光
山
は
山
岳

信
仰
の
聖
地
と
し
て
、
ま
た
神
道
と
仏
教

を
融
合
さ
せ
た
神
仏
習
合
の
霊
場
と
し
て

重
要
な
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。 

　
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
源
頼
朝
を
は
じ

め
関
東
の
武
士
か
ら
も
厚
く
崇
拝
さ
れ
、

５
０
０
近
く
の
寺
院
が
建
つ
日
光
山
は
、

関
東
の
比
叡
山
と
も
い
わ
れ
ま
し
た
。 

　
戦
国
時
代
に
は
一
時
的
に
衰
退
し
ま
す

が
、
１
６
１
６
年
に
徳
川
家
康
の
霊
廟
と

し
て
東
照
宮
が
造
営
さ
れ
て
、
徳
川
幕
府

の
聖
地
と
な
り
ま
し
た
。
53
年
に
は
３
代

将
軍
家
光
の
霊
廟
で
あ
る
輪
王
寺
大
猷
院

が
造
営
さ
れ
ま
し
た
。 

　
東
照
宮
の
建
築
に
よ
り
、
日
本
の
代
表

的
な
神
社
建
築
様
式
で
あ
る
「
権
現
造
」

が
完
成
し
た
と
い
わ
れ
、
人
物
・
動
物
・

植
物
な
ど
の
多
数
の
彫
刻
、
漆
塗
り
や
彩

色
、
飾
り
金
具
な
ど
に
も
当
時
の
最
高
水

準
の
技
術
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 古
都
奈
良

こ

と

な

ら

の
文ぶ

ん

化か

財ざ
い

 

東
大
寺
、興
福
寺
、春
日
大
社
、元
興
寺
、薬
師
寺
、唐
招
提
寺
、平
城
宮
跡
、春
日
山
原
始
林
 

所
在
地
：
奈
良
県
奈
良
市

１
９
９
８
年
登
録
（
ⅱ
・
ⅲ
・
ⅳ
・
ⅵ
）

文
化
遺
産

 日
光

に
っ
こ
う

の
社し

ゃ

寺じ

 

二
荒
山
神
社
、
東
照
宮
、
輪
王
寺
 

所
在
地
：
栃
木
県
日
光
市

１
９
９
９
年
登
録
（
ⅰ
・
ⅳ
・
ⅵ
）

文
化
遺
産

「
半
月
山
か
ら
見
た
男
体
山
と
中
禅
寺
湖
」 

（
２
０
１
２
・
５
・
５
 撮
影
） 

　
目
の
前
の
、
手
を
伸
ば
せ
ば
届
く
よ
う
な

男
体
山
の
麓
に
二
荒
山
神
社
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
眼
下
に
広
が
る
中
禅
寺
湖
、
左
奥

に
は
戦
場
ヶ
原
ま
で
見
渡
せ
る
眺
望
に
、
圧

倒
的
な
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
と
迫
力
を
感
じ

ま
し
た
。 （

三
愛
ジ
ュ
エ
リ
ー
　
友
田
　
健
）

東大寺大仏殿 薬師寺東塔
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沖
縄
本
島
は
、
14
世
紀
中
ご
ろ
に
は
３

王
国
が
分
立
し
て
い
ま
し
た
が
、
15
世
紀

前
半
に
統
一
さ
れ
、
首
里
城
を
拠
点
と
し

た
「
琉
球
王
国
」
が
成
立
し
ま
し
た
。 

　
そ
れ
以
降
、
４
５
０
年
も
の
間
、
中

国
・
朝
鮮
・
日
本
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と

の
交
易
を
経
済
的
な
基
盤
と
し
、
当
時
の

日
本
の
文
化
と
は
異
な
っ
た
独
特
の
文
化

を
築
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
特
色
を
如
実

に
伝
え
る
の
が
、
グ
ス
ク
（
城
）
で
す
。 

　
今
帰
仁
城
、
座
喜
味
城
、
勝
連
城
、
中

城
城
は
い
ず
れ
も
三
国
鼎
立
期
か
ら
琉
球

王
国
成
立
期
に
か
け
て
築
か
れ
た
城
で
、

首
里
城
は
琉
球
王
が
そ
の
居
所
と
政
治
機

関
を
設
置
す
る
た
め
に
築
い
た
も
の
で
す
。 

　
さ
ら
に
、
王
室
関
係
の
遺
跡
と
し
て
玉

陵
、
識
名
園
（
別
邸
）
が
残
り
、
王
国
文

化
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
琉
球
王
国
の
成
立
の
過
程
と
今
日
ま
で

続
く
国
際
色
豊
か
な
文
化
を
物
語
る
と
し

て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
〝
三
山
時
代

か
ら
琉
球
王
国
時
代
に
か
け
て
建
築
さ
れ

た
九
つ
の
史
跡
〞は
、沖
縄
が
歩
ん
で
き
た

独
自
の
歴
史
・
文
化
を
今
に
伝
え
ま
す
。　
　
　
 

　
紀
伊
山
地
は
太
古
の
昔
か
ら
自
然
信
仰

の
精
神
を
育
ん
だ
地
で
、
６
世
紀
に
仏
教

が
伝
来
し
て
以
降
、
紀
伊
山
地
は
真
言
密

教
を
は
じ
め
と
す
る
山
岳
修
行
の
場
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
９
〜
10
世
紀
に
広
く

流
布
し
た
「
神
仏
習
合
思
想
」
の
聖
地
と

し
て
も
信
仰
を
集
め
て
い
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
10
〜
11
世
紀
頃
の
日
本
で
は

「
末
法
思
想
」
が
流
行
し
、
死
後
に
阿
弥
陀

仏
の
居
所
で
あ
る
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る

こ
と
を
願
う
「
浄
土
宗
」
が
広
ま
っ
て
、

紀
伊
山
地
は
仏
教
諸
尊
の
浄
土
が
あ
る
と

信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
地
方
の
神
聖
性
が
こ
と
さ
ら
重
要

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
深

い
山
々
が
南
の
海
に
迫
る
と
い
う
独
特
の

地
形
や
、
両
者
が
織
り
成
す
対
照
的
な
景

観
構
成
が
大
き
く
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
紀
伊
山
地
の
三
つ
の
霊
場
は
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
信
仰
の
霊
場
で
し
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
が
参
詣
道
で
結
ば
れ
、
日
本
古
来
か

ら
の
神
道
と
仏
教
が
融
合
し
た
神
仏
習
合

の
文
化
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。 

 「
道
」
が
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た

の
は
、ス
ペ
イ
ン
〜
フ
ラ
ン
ス
に
ま
た
が
る

巡
礼
道「
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ

ラ
へ
の
道
」に
次
い
で
２
件
目
で
す
。 

 琉
球
王
国

り
ゅ
う
き
ゅ
う
お
う
こ
く

の
グ
ス
ク
及お

よ

び
関
連

か
ん
れ
ん

遺い

産
群

さ
ん
ぐ
ん

 

玉
陵
、
園
比
屋
武
御
嶽
石
門
、
今
帰
仁
城
跡
、
座
喜
味
城
跡
、
勝
連
城
跡
、
中
城
城
跡
、 

斎
場
御
嶽
、
首
里
城
跡
、
識
名
園
 

所
在
地
：
沖
縄
県
那
覇
市
、う
る
ま
市
 他

２
０
０
０
年
登
録
（
ⅱ
・
ⅲ
・
ⅵ
）

文
化
遺
産

 紀
伊

き

い

山さ
ん

地ち

の
霊
場

れ
い
じ
ょ
う

と
参
詣
道

さ
ん
け
い
み
ち

 

霊
場
：
吉
野
・
大
峯
、
熊
野
三
山
、
高
野
山
 

参
詣
道
：
大
峯
奥
駈
道
、
熊
野
参
詣
道
、
高
野
山
町
石
道
 

所
在
地
：
三
重
県
、奈
良
県
、和
歌
山
県
　
 ２
０
０
４
年
登
録（
ⅱ
・
ⅲ
・
ⅳ
・
ⅵ
）

文
化
遺
産

「
斎
場
御
嶽

「
せ
ー
ふ
ぁ
う
た
き

・
三
子
理

サ
ン
グ
ー
イ

」 
（
２
０
０
９
・
８
・
14
 撮
影
） 

　
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
言
わ
れ
て
い
る
２
枚

の
岩
壁
に
囲
ま
れ
た
三
角
の
空
間
は
神
秘

的
。
そ
の
先
は
拝
所
（
う
が
ん
じ
ゅ
）。
そ

こ
か
ら
見
た
景
色
（
海
と
島
）
は
と
て
も
美

し
く
感
動
し
ま
し
た
。 

（
リ
コ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
　
女
性
）

高野山 熊野古道
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北
海
道
の
東
部
に
突
出
し
た
知
床
半
島

は
、
ア
イ
ヌ
語
の
「
シ
リ
エ
ト
ク
」（
地
の

果
て
）
か
ら
そ
の
名
が
付
き
ま
し
た
。
明

治
期
の
開
拓
団
を
拒
む
ほ
ど
の
厳
し
い
自

然
環
境
が
、「
日
本
最
後
の
秘
境
」
と
も
称

さ
れ
る
豊
か
な
自
然
を
今
日
ま
で
残
し
て

き
た
と
い
え
ま
す
。 

　
知
床
は
流
氷
が
接
岸
す
る
世
界
最
南
端

の
地
で
、
海
と
川
と
森
が
一
体
と
な
っ
た

独
自
の
自
然
体
系
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ツ

な
ど
の
多
様
な
植
物
、
ヒ
グ
マ
、
キ
タ
キ

ツ
ネ
な
ど
の
ほ
乳
類
、
サ
ケ
、
マ
ス
な
ど

の
魚
類
、
ト
ド
や
ア
ザ
ラ
シ
な
ど
の
大
型

ほ
乳
類
な
ど
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
際
的
に
希
少
種
と
さ
れ
て
い
る
シ
マ
フ

ク
ロ
ウ
や
オ
ジ
ロ
ワ
シ
な
ど
の
生
息
地
で

あ
り
、
オ
オ
ワ
シ
な
ど
の
渡
り
鳥
の
越
冬

地
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
流
氷
の
季
節
に

は
「
流
氷
の
天
使
」
と
も
呼
ば
れ
る
ク
リ

ネ
オ
も
や
っ
て
き
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
海
か
ら
陸
へ
と
つ
な
が

る
生
態
系
が
分
か
り
や
す
く
見
ら
れ
る
こ

と
、
希
少
な
動
植
物
の
生
育
地
と
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

　
石
見
銀
山
遺
跡
は
日
本
海
に
面
す
る
島

根
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
石
見
銀
の

採
掘
・
精
錬
か
ら
運
搬
・
積
み
出
し
に
至

る
鉱
山
開
発
の
総
体
を
表
す
「
銀
鉱
山
跡

と
鉱
山
町
」、「
港
と
港
町
」、
お
よ
び
こ

れ
ら
を
つ
な
ぐ
「
街
道
」
か
ら
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
遺
跡
は
、
東
西
世
界
の
文
物
交
流

お
よ
び
文
明
交
流
の
物
証
で
あ
り
、
伝
統

的
技
術
に
よ
る
銀
生
産
を
証
明
す
る
考
古

学
的
遺
跡
お
よ
び
銀
鉱
山
に
関
わ
る
土
地

利
用
の
総
体
を
表
す
文
化
的
景
観
と
し
て

の
価
値
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

　
石
見
銀
山
で
は
、
16
〜
17
世
紀
に
大
量

の
銀
が
採
掘
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
17
世

紀
前
半
の
全
盛
期
に
は
年
間
約
１
万
貫

（
約
38
ト
ン
）
と
推
定
さ
れ
、
世
界
の
産

出
銀
の
３
分
の
１
を
占
め
た
日
本
銀
の
か

な
り
の
部
分
を
産
出
し
て
い
ま
し
た
。 

　
産
出
さ
れ
た
銀
は
、
最
初
は
中
国
や
朝

鮮
、
後
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
な
ど
の
南
蛮
商

人
と
の
取
引
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。 

　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
鉱
山
遺

跡
は
、
欧
州
や
中
南
米
に
15
カ
所
あ
り
ま

す
が
、
ア
ジ
ア
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
産
業
遺
産
は
18
世
紀
末
の
産
業
革

命
以
降
の
遺
跡
が
多
い
中
、
産
業
革
命
前

の
鉱
山
遺
跡
と
し
て
は
稀
有
の
遺
産
と
い

え
ま
す
。 

           

 石い
わ

見み

銀
山

ぎ
ん
ざ
ん

遺い

跡せ
き

と
そ
の
文ぶ

ん

化か

的
景
観

て
き
け
い
か
ん

 

銀
鉱
山
跡
と
鉱
山
町
：
銀
山
柵
内
、代
官
所
跡
、矢
滝
城
跡
、矢
筈
城
跡
、岩
見
城
跡
な
ど
 

街
道
：
石
見
銀
山
街
道
鞆
ヶ
浦
道
な
ど
　
　
港
と
港
町
：
鞆
ヶ
浦
、
温
泉
津
、
沖
泊
な
ど
　
 

所
在
地
：
島
根
県
大
田
市

２
０
０
７
年
登
録
（
ⅱ
・
ⅲ
・
ⅴ
）

文
化
遺
産

 知
床

し
れ
と
こ

 

知
床
半
島
中
心
部
か
ら
先
端
部
に
か
け
た
陸
域
と
そ
の
周
辺
海
域
 

所
在
地
：
北
海
道
斜
里
町
、
羅
臼

２
０
０
５
年
登
録
（
ⅸ
・
ⅹ
）

自
然
遺
産

「
知
床
五
湖
」 

（
２
０
１
２
・
９
・
８
 撮
影
） 

　
関
係
先
と
の
懇
親
旅
行
で
行
き
ま
し
た
。

少
し
暑
か
っ
た
で
す
が
、
空
の
青
さ
、
鏡
の

よ
う
な
湖
面
に
映
る
山
々
、
す
っ
き
り
し
た

空
気
、
旅
行
と
し
て
最
高
の
知
床
五
湖
で
し

た
。

（
三
愛
石
油
　
林
　
秀
格
）

石見銀山  龍源寺間歩
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小
笠
原
諸
島
は
、
島
の
誕
生
以
来
、
一

度
も
他
の
島
や
大
陸
と
接
し
た
こ
と
の
な

い
海
洋
島
の
た
め
、
島
に
た
ど
り
着
い
た

生
物
が
独
自
に
進
化
を
遂
げ
、
特
異
な
生

態
系
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
評

価
さ
れ
て
、
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
同
じ
世
界
遺
産
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島

に
合
わ
せ
て
「
東
洋
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
島
に
生
息
す
る
生
物
の
多
く
が
固
有
種

で
あ
る
小
笠
原
諸
島
で
す
が
、
中
で
も
飛

び
抜
け
て
割
合
の
高
い
の
が
陸
産
貝
類

（
カ
タ
ツ
ム
リ
の
仲
間
）
で
す
。
も
と
も

と
同
じ
種
類
の
生
き
物
が
環
境
の
違
い
に

よ
っ
て
そ
こ
に
適
し
た
形
や
色
へ
と
変
化

し
、
多
系
統
に
分
か
れ
る
こ
と
を
「
適
応

拡
散
」
と
い
い
ま
す
。
小
笠
原
の
カ
タ
ツ

ム
リ
の
う
ち
、
カ
タ
マ
イ
マ
イ
と
い
う
グ

ル
ー
プ
は
木
の
上
で
暮
ら
す
も
の
、
土
の

上
で
暮
ら
す
も
の
な
ど
、
適
応
拡
散
に
よ

っ
て
20
以
上
の
種
類
に
進
化
し
て
お
り
、

化
石
（
貝
殻
）
や
今
生
き
て
い
る
種
類
を

比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
進
化
の
歴
史
が

分
か
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
父
島
や
兄
島
で
は
、
乾
燥
し
た

気
候
に
合
わ
せ
て
、
葉
の
形
を
変
え
る
な

ど
の
進
化
を
し
た
固
有
の
植
物
た
ち
が
生

息
し
て
い
る
「
乾
性
低
木
林
」
と
呼
ば
れ

る
背
の
低
い
林
が
た
く
さ
ん
広
が
っ
て
い

ま
す
。 

                  

　
平
泉
は
、
11
世
紀
か
ら
12
世
紀
の
日
本

列
島
北
部
領
域
に
お
い
て
、
仏
教
に
基
づ

く
理
想
世
界
の
実
現
を
目
指
し
て
造
営
さ

れ
た
政
治
・
行
政
上
の
拠
点
で
す
。 

　
そ
の
拠
点
に
存
在
す
る
四
つ
の
庭
園

は
、
奥
州
藤
原
氏
に
よ
り
、
現
世
に
お
け

る
仏
国
土
（
浄
土
）
の
象
徴
的
な
表
現
、

つ
ま
り
池
泉
・
樹
林
・
金
鶏
山
頂
と
関
連

し
て
仏
堂
を
周
到
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ

り
実
体
化
し
た
理
想
郷
の
光
景
と
し
て
造

営
さ
れ
ま
し
た
。 

　
中
尊
寺
は
奥
州
藤
原
氏
の
初
代
清
衡
が

12
世
紀
初
め
か
ら
四
半
世
紀
を
か
け
て
造

営
し
た
寺
院
で
す
。
金
色
堂
は
、
阿
弥
陀

堂
建
築
の
霊
廟
で
、
本
尊
阿
弥
陀
如
来
座

像
の
両
脇
に
観
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩
と
い

う
阿
弥
陀
三
尊
、
そ
の
両
外
側
に
地
蔵
尊

が
全
部
で
６
体
あ
り
、
最
前
列
に
は
増
長

天
と
持
国
天
の
二
天
が
こ
の
仏
界
を
守
護

し
て
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
須
弥
壇
内
部
に
は
藤
原
氏
４

代
の
遺
体
並
び
に
首
級
が
安
置
さ
れ
て
お

り
、
平
泉
の
政
治
の
み
な
ら
ず
、
精
神
的

な
よ
り
ど
こ
ろ
に
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
な
お
、「
平
泉
の
文
化
遺
産
」
に
つ
い
て

は
５
資
産
に
加
え
他
の
文
化
遺
産
に
つ
い

て
の
拡
張
登
録
を
目
指
す
こ
と
が
決
定
、

国
内
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
ま
し
た
。 

 小お

笠
原

が
さ
わ
ら

諸
島

し
ょ
と
う

 

小
笠
原
群
島
の
陸
域（
父
島
及
び
母
島
の
一
部
を
除
く
）、火
山
列
島（
北
硫
黄
島
と
南
硫
黄

島
）の
陸
域
、孤
立
島（
西
之
島
）の
陸
域
、父
島
周
辺
海
域
の
一
部
　
 

所
在
地
：
東
京
都
小
笠
原
村

２
０
１
１
年
登
録
（
ⅸ
）

自
然
遺
産

 平
泉

ひ
ら
い
ず
み

 ―
仏
国
土

ぶ
っ
こ
く
ど（
浄
土

じ
ょ
う
ど

）を
表あ

ら
わ

す
建
築

け
ん
ち
く

・
庭
園
及

て
い
え
ん
お
よ

び
考こ

う

古こ

学
的

が
く
て
き

遺い

跡
群

せ
き
ぐ
ん

―
 

中
尊
寺
、
毛
越
寺
、
観
自
在
王
院
跡
、
無
量
光
院
跡
、
金
鶏
山
 

所
在
地
：
岩
手
県
平
泉
町

２
０
１
１
年
登
録
（
ⅱ
・
ⅵ
）

文
化
遺
産

1000年以上前に絶滅したと
いわれるヒロベソカタマイマイ
の貝殻（半化石） （南島） オガサワラオオコウモリ

中尊寺　金色堂

ハハジマメグロ（父島では絶滅）
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神
聖
で
荘
厳
な
姿
の
富
士
山
は
、
古
来

「
信
仰
の
対
象
」
で
あ
り
、
山
頂
へ
の
登
拝

や
富
士
五
湖
な
ど
山
麓
の
霊
地
へ
の
巡
礼

を
通
じ
て
、
富
士
山
を
居
所
と
す
る
神
仏

の
霊
力
を
獲
得
し
、
け
が
れ
を
落
と
し
生

ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
求
め
る
富
士
山
信
仰

が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
海
外
の
画
家
た
ち
に
影
響
を
与

え
た
葛
飾
北
斎
の
『
冨
獄
三
十
六
景
』
を

は
じ
め
多
く
の
有
名
絵
画
に
描
か
れ
た
富

士
山
は
「
芸
術
の
源
泉
」
で
も
あ
り
、
や

が
て
日
本
お
よ
び
日
本
文
化
の
象
徴
と
し

て
の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
文
化
的
価
値
が
認
め
ら
れ
、

富
士
山
は
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
認
め
ら

れ
ま
し
た
。 

　
富
士
山
域
は「
信
仰
の
対
象
」と「
芸
術
の

源
泉
」の
価
値
に
関
し
て
特
に
重
要
な
標
高

１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
範
囲
で
、
山

頂
の
信
仰
遺
跡
群
、
登
山
道
、
北
口
本
宮

冨
士
浅
間
神
社
、
西
湖
、
精
進
湖
、
本
栖

湖
な
ど
９
件
の
構
成
要
素
か
ら
な
り
ま
す
。 

　
浅
間
神
社
は
、
噴
火
（
奈
良
・
平
安
時

代
）
を
繰
り
返
す
神
そ
の
も
の
で
あ
っ
た

富
士
山
を
崇
め
、
世
の
中
の
平
和
を
守
る

た
め
の
神
社
と
し
て
建
立
さ
れ
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
現
在
も
、
富
士
山
に
登
る
前

に
安
全
を
祈
願
す
る
登
山
者
た
ち
が
訪
れ

て
い
ま
す
。 

　
忍
野
八
海
は
そ
の
名
の
通
り
、
富
士
山

の
伏
流
水
を
水
源
と
す
る
八
つ
の
湧
水
池

が
あ
り
ま
す
。
富
士
山
信
仰
に
関
わ
る
巡

拝
地
と
し
て
、
富
士
登
山
を
行
う
道
者
た

ち
は
池
の
澄
み
切
っ
た
水
で
け
が
れ
を
は

ら
い
ま
し
た
。 

　
三
保
松
原
は
多
く
の
和
歌
、
謡
曲
『
羽

衣
』
の
舞
台
と
な
っ
た
景
勝
地
で
、
三
保

松
原
越
し
に
富
士
山
を
望
む
構
図
が
富
士

山
画
の
典
型
と
な
り
、
多
く
の
芸
術
作
品

を
通
し
て
、
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

 

富ふ

士じ

山さ
ん

─
信
仰

し
ん
こ
う

の
対
象

た
い
し
ょ
う

と
芸
術

げ
い
じ
ゅ
つ

の
源
泉

げ
ん
せ
ん

 

富
士
山
域（
山
頂
の
信
仰
遺
跡
群
、登
山
道
な
ど
）、富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
・
山
宮
浅
間
神
社
な

ど
７
の
浅
間
神
社
、山
中
湖
、河
口
湖
、忍
野
八
海
、船
津
胎
内
樹
型
、三
保
松
原
な
ど
25
遺
産
 

所
在
地
：
山
梨
県
、
静
岡
県

２
０
１
３
年
登
録
（
ⅲ
・
ⅵ
）

文
化
遺
産

「富士山」 （2012.11.3 撮影） 
　富士山の紅葉が見たくて、5合目まで車で行きま
した。雲が多い日でしたが、5合目まで行くと快
晴！とてもきれいな富士山を見ることができました。 

（リコー　女性）

「山梨県の上空から」 
（2013.5.3 7:00頃 飛行機の中から撮影） 

　いつも福岡行きの飛行機に乗るときは左窓側後
部座席を予約します。羽田を飛び立って15分く
らいで富士山を見ることができるからです。天候
によって全く見えないときの方が多く、この日も
雲があったのですが、朝日に輝く雪景色の山頂が
見えたときはラッキーだと思いました。 
　富士山にはまだ行ったことがありませんが、全
体を見渡せる離れた場所から見るのが一番美しい
とも思っています。 （リコー　松本一幸）

「
元
旦
の
富
士
山
」 

（
２
０
１
３
・
１
・
１
 ６：
30
頃
  撮
影
） 

　
初
日
の
出
を
見
に
出
掛
け
た
時
の
一
枚
で
、

雪
化
粧
を
し
た
雄
大
な
富
士
山
が
、
日
の
出
に

よ
っ
て
光
り
輝
い
て
い
ま
し
た
。（
沼
津
市
に
て
） 

（
リ
コ
ー
 男
性
）
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 「
日
本
の
世
界
遺
産
」、
い
か
が
で
し
た
か
。 

　
昨
年
の
富
士
山
に
続
い
て
、
今
年
は
富
岡
製
糸

場
の
登
録
が
決
定
し
、
ワ
ク
ワ
ク
感
が
さ
ら
に
増

し
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

　
も
う
す
ぐ
夏
休
み
。
ま
ず
は
、
近
く
の
世
界
遺

産
に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
か
ら
、
長
期

的
か
つ
大
き
な
目
標
と
し
て
、「
日
本
の
世
界
遺
産

全
制
覇
」
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
今
後
も
登
録

遺
産
が
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
の
で
、
達
成
は

か
な
り
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
プ
ラ
ン
を

考
え
る
だ
け
で
も
楽
し
い
こ
と
受
け
合
い
で
す
。 

　
地
理
や
歴
史
に
自
信
が
あ
る
人
は
、『
世
界
遺
産

検
定
』（
主
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
 世
界
遺
産
ア
カ
デ
ミ
ー
）

に
ト
ラ
イ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
出
題

対
象
は
全
世
界
で
、
４
級
で
も
「
日
本
の
世
界
遺

産
17
件
＋
世
界
の
有
名
な
遺
産
27
件
」
と
な
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
世
界
を
網
羅
す
る
知
識
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
い
っ
そ
、〝
世
界

遺
産
マ
イ
ス
タ
ー
〞
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。 

【
参
考
資
料
・
出
典
】 

『
日
本
の
世
界
遺
産
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
オ
ー
ル
ガ
イ
ド
』 

（
メ
イ
ツ
出
版
） 

『
世
界
遺
産
年
報
２
０
１
４
』（
朝
日
新
聞
出
版
） 

文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
（
文
化
庁
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
） 

青
森
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

姫
路
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

屋
久
杉
自
然
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

小
笠
原
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

リ
コ
ー
三
愛
グ
ル
ー
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
講
演
録
 

 『
知
っ
て
楽
し
む
世
界
遺
産
』 

（
世
界
遺
産
ア
カ
デ
ミ
ー
認
定
講
師
 真
船
千
秋
） 

 

イ
ラ
ス
ト
・
す
ぎ
う
ら
サ
イ
キ

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
候
補
地
 

６
月
、「
富
岡
製
糸
場
」
世
界
遺
産
登
録
へ

北海道・北東北を
中心とした縄文遺跡群
（記載年2009年 
 北海道、青森県、秋田県）

金を中心とする佐渡鉱山の遺跡群
（記載年2010年 新潟県）

国立西洋美術館本館
（記載年2007年 東京都）

武家の古都・鎌倉
（記載年1992年 神奈川県）

彦根城
（記載年1992年 滋賀県）

飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群
（記載年2007年 奈良県）

百舌鳥・古市古墳群
（記載年2010年 大阪府）

宗像・沖ノ島と
関連遺産群
（記載年2009年 福岡県）

明治日本の産業革命遺産  九州・山口と関連地域
（記載年2009年 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、鹿児島県、山口県、岩手県、静岡県）

長崎の教会群とキリスト教関連遺産
（記載年2007年 長崎県）

奄美・琉球諸島
（記載年2013年 鹿児島県、沖縄県）

平泉の文化遺産
（記載年2012年 
 拡張登録 岩手県）

富岡製糸場と
絹産業遺産群
（記載年2007年 群馬県）

　
４
月
26
日
、「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産

群
」
に
つ
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
が
登
録
を
ユ
ネ

ス
コ
に
勧
告
し
た
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
６
月

15
日
か
ら
カ
タ
ー
ル
の
ド
ー
ハ
で
開
か
れ
る
世

界
遺
産
委
員
会
で
正
式
決
定
さ
れ
る
見
通
し
で

す
か
ら
、
本
誌
が
発
行
さ
れ
る
頃
、
地
元
は
喜

び
で
わ
き
上
が
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
富
岡
製
糸
場
は
明
治
政
府
が
、
主
要
輸
出
品

と
し
て
の
生
糸
の
品
質
向
上
と
増
産
を
目
指
し

て
１
８
７
２
年
に
設
立
し
た
も
の
で
、
現
在
も

木
骨
レ
ン
ガ
造
り
の
繭
倉
庫
や
操
糸
場
な
ど
の

生
産
設
備
が
ほ
ぼ
完
全
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

　
５
月
末
日
現
在
、
日
本
が
世
界
遺
産
登
録
を

目
指
し
て
世
界
遺
産
委
員
会
に
提
出
し
て
い
る

「
暫
定
リ
ス
ト
」
は
「
富
岡
製
糸
場
」
と
拡
張
登

録
を
目
指
す
「
平
泉
」
を
含
め
て
13
件
に
な
り

ま
し
た
。

旧富岡製糸場
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